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Content analysis of motion descriptions : Focusing on the relationship 
between motion information and acquisition of motor skills on the 
gymnastics in physical education lessons
Kazuki Osedo and Kenji Kubo
Abstract.   This research clarifies the relationship between the motion information provided by elementary school students and their 
acquisition of motor skills in physical education lessons. Elementary school second graders were asked to describe in writing the skills 
they observed in a video on the gymnastics that they were show before and after the physical education lessons. We then compared the 
contents of the written observations of two groups of graders: one that developed motor skills and one that failed to develop motor skills 
after the lessons. An analysis of their written descriptions revealed the following:
(1) A combination of pair practice and evaluation criteria, adopted by the teacher to help students recognize the development of their 
motor skills, made them focus attention after the lessons on the motions they had difficulty observing before the lessons.
(2) The group that developed motor skills after the lessons gave more descriptions of core skill aspects, while the group that failed to 







































































２ 足は，勢いよく振れていますか。 すごく速くて，勢いがある 遅くはない ゆっくりすぎる
３ 天井が見えたころ，体を反り始めていますか。 ちょうどいい ずれている（速い・遅い） 反っていない












































































































































（F（1,  81）＝6.38：p＜ .05）がみられた。
Ryan法による多重比較を５％水準で行ったと
ころ，授業前では「準備局面」と「終末局面」の
間，授業後では「主要局面」と「準備局面」「終
末局面」の間で有意な差が見られた。「技能向上群」
図１　 授業前後における運動局面ごとの平均記述数
図２　「技能停滞群」の平均記述数
図３　「技能向上群」の平均記述数
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は，授業前に「準備局面」に着目していたが，授
業後には「主要局面」への気づきが増えているこ
とがわかった。
このように授業後に運動技能の習熟度で，運動
技能が向上した群と，運動技能が停滞したままで
あった群を分類し比較した結果，「主要局面」に
ついて記述が少なかった児童が，ペア練習によっ
て運動技能を向上させていたことが示唆された。
これは，「主要局面」の観点を増やした評価基準
を用いてペア練習をする過程において，着目する
ことができていなかった技の中核となる「主要局
面」への気づきが促されたことが運動技能の習得
につながったと推察された。逆に，授業前から「主
要局面」について記述が多く見られたにも関わら
ず運動技能が評点１のままであった児童は，先行
研究（大後戸ら，2013）において２年生児童が気
づきにくいと指摘されていた「主要局面」への気
づきを授業前に持ち得ていたことになる。よって，
これらの児童は，「主要局面」の動きを読み取る
ことはできていたが，観察活動を中心に進めるペ
ア練習においてはそれらを動きにつなげることが
できなかったと推察された。
4．要　約
本研究では，小学校の体育授業において児童が
読み取ることができるようになった運動情報が，
運動技能の習熟度とどのような関係にあるのかを
明らかにすることであった。そこで，小学２年生
でのマット運動の授業を対象に，運動の指導場面
で用いられることの多いビデオ映像を用いて，授
業実施前と実施後に同じ手本となるビデオ映像を
観察させながら言語化させ，授業後の運動技能が
向上した児童と停滞したままの児童の記述内容を
比較した。
それらの分析の結果から，次の点が明らかに
なった。
A　同じ手本となるビデオ映像を観察させながら
言語化させた記述は，授業後に「準備局面」や
「終末局面」よりも，「主要局面」に関わる記述
が増えていることがわかった。指導者が「主要
局面」への気づきを促すために意図的に「主要
局面」の観点を増やした評価基準を用いたペア
練習を行わせることで，児童が着目できるよう
になったことが示唆された。
B　授業後の運動技能が向上した児童と停滞した
ままの児童の記述内容を比較したところ，運動
技能が向上した児童らは，授業前には「準備局
面」の記述が多かったが，授業後には「主要局
面」と「終末局面」への記述が多かった。運動
技能が停滞したままの児童らは，授業前から
「主要局面」の記述が多かった。「主要局面」の
観点を増やした評価基準を用いてペア練習行っ
た児童のうち，運動技能が向上した児童は，着
目することができていなかった技の中核となる
「主要局面」への気づきが促されたことが，運
動技能の習得につながったと推察された。
これらの結果から，小学校の体育授業では，技
の中核となる運動局面について，指導者が観察の
視点を与えたり，学習課題として取り上げたりし
てペア練習を行うことは，運動技能の習得に一定
の効果があることが示唆された。しかしながら，
その効果は一様ではなく，授業前から「主要局面」
について記述が多く見られたにも関わらず運動技
能が評点１のままであった児童には，技の中核と
なる「主要局面」への気づきを動きにつなげてい
くための具体的な手立てを講じる必要性があった
と考えられる。
今後の課題としては，運動技能を習得していく
過程であったペアでの練習場面について，その練
習や会話の内容について検討できていない。また，
本研究では，児童が記述した内容の妥当性は分析
対象としていないことが課題として残された。
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